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論文内容の要旨

本論文は，直接検波光通信方式の受信特性に関する研究の成果をまとめたものである。本文は 5 章か

ら構成されている。

第 1 章は序論であり，従来行われてきたこの種の研究と本研究の関係を系統的に述べ，本研究の意義

と所在を明確にしている。

第 2 章では，直接検波光通信方式における受信信号と雑音の数学モデノレを与えている。

第 3 章では，空間伝送アナログ光通信方式の受信特性について考察を加えている。空間伝送路は信号

光のランダムな変動と背景光によってモデル化し，評価基準は出力信号対雑音電力比(出力 SN比)と

している。代表的な 5 種類のアナログ変調方式を取り上げ，それらの出力 SN 比を理論的に導出し，種

々の雑音的要因のふるまいを明らかにしている。又，導出した出力 SN 比を比較し，空間伝送に適した

変調方式についても考察している。

第 4 章では，ディジタノレ光通信方式として 2 進強度変調通信方式を取り上げ，統計的信号検出論の立

場から，最尤検定に基づく最適受信機の構成を明らかにし，出力誤り率特性の評価を行っている。その

結果，本受信機は相関検波iζ加えて，信号 i乙依存する雑音(信号ショット雑音)に対処すべく，エネノレ

ギー検波の機能も兼ね備えたものであることが明らかになっている。更に，受信系の広帯域化によって

信号ショッ卜雑音が信号検出に有効に利用できることを示している。

第 5 章では，結論として本研究で得られた主要な結果を総括して述べている。
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論文の審査結果の要旨

光通信方式は，高度情報通信システムを構築するなかで，重要な役割を演じているo 本論文は，光通

信方式における直接検波の受信特性i乙関する研究をまとめたものであって，その主要な成果を要約する

と次の通りである。

(1) 空間伝送光通信方式における直接検波出力の SN 比を理論的に導出し，大気の影響によるシンチレ

ーション，背景光の存在などを考慮した場合について，受信特性を明らかにするとともに，各種変調

信号を明いた方式についてそれぞれの評価を明確に行っているe また APD を用いた検波器の有効性

について論じ，背景光の強さに対して， APD の増倍率を最適化できることを見出している。

(2) 強度変調を用いた光通信方式について，統計的信号検出論の立場から考察し， 2 値強度変調方式に

対する最適受信機の構造を導出している。またここで，種々の雑音入力に対して得られた受信誤り率

特性について考察検討し，受信系の広帯域化の意義を明らかにしている。とくにショット雑音に対し

ては，広帯域化による誤り率改善が著しいことを明確にしている。

以上のように，本論文は，空間伝送光通信方式の SN 比を理論的に明らかにするとともに強度変調を

用いた光通信方式における最適受信機の構成を提案し，直接検波光通信方式についていくつかの新しい

知見を見出しており，通信工学の発展に寄与するところが多い。よって，本論文は博士論文として価値

あるものと言忍める o
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